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待降節第 1 主日 説教 「時知る声」 要旨 
 

日本キリスト教団藤沢教会 2020 年 11 月 29 日  

イザヤ書 2:1～5、マタイによる福音書 24:36～44

 アドヴェントクランツに今年も火が灯
され、クリスマスが近づいたことを思い
ます。ただ、今年はかなり特殊な状況に
あるために、例年通りのクリスマスとい
うわけには参りません。そのため、視界
不良の中で迎えなければならないのが今
年のクリスマスだとも言えるのでしょう。
けれども、もしそうであるならなおのこ
と、心静かに祈りの中にしっかりとイエ
ス様を見つめ、クリスマスを迎えたいと
思うのです。そして、この、心静かに、
ということですが、イザヤが「主の山に
登り、ヤコブの神の家に行こう。主は私
たちに道を示される。私たちはその道を
歩もう」と語るように、それは自分とい
う小さな殻に閉じ籠もることではありま
せん。共々に主の山に登り、神の家に詣
でること、つまり、こうして一緒に神様
に礼拝を捧げることです。そして、私た
ちの進むべき方向は、この一人ではない
と言うところで示されるものであり、で
すから、私たちが指し示されたその方向
を見失わず、目指す目的地に辿り着くた
めにも、私たちは自分自身の気持ちだけ
に溺れないように気をつけたいと思いま
す。そして、それは、御子の降誕の出来
事がその誕生をもって終わるものではな
く、その先へと私たちを導くものでもあ
るからです。 

 それゆえ、今日のそれぞれの御言葉が
語ることは、その先についてのことであ
り、つまり、それが終わりの日というこ
とですが、つまりは、私たちの信仰には
はっきりとした目的が与えられていると
いうことです。ですから、預言者イザヤ
は、その終末を迎えた時の光景を次のよ
うに語ります。「彼らは剣を打ち直して
鋤とし、槍を打ち直して鎌とする。国は
国に向かって剣を上げず、もはや戦うこ
とを学ばない」と。そして、イザヤがこ
う語るのは、私たちの終末に向かう歩み
が野山を歩くハイキングのような牧歌的
なものではないからです。その中には戦
争があり、命の尊厳が脅かされる現実が
あり、まさに十戒が求めるものとは正反
対のところに生きる私たちの姿を見てい
るからです。まただから、この旅を続け
るためには、この共に、一緒にという視

点とそれを支える上での具体的な振る舞
いが欠かせないことになるのです。そし
て、終末を迎えたとき、そこで人々が目
にする光景が、回復された日常と、その
中で営まれる平和な生活でありますが、
このことはつまり、創世記の 2 章 15 節
に「主なる神は人を連れてきて、エデン
の園に住まわせ、人がそこを耕し、守る
ようにされた」とあるように、罪から解
き放たれ、再び楽園へと連れ帰らされた
人々の姿を、終わりの日に、私たちはそ
のように見るということです。それゆえ、
多くの人は、この御言葉から非戦平和、
戦争放棄という、人類共通の理想、理念
を読み取ったりもするのでしょう。です
から、このイザヤ書 2 章 4 節の御言葉が
ニューヨークの国連本部前広場の壁に刻
まれているのはそれゆえのことだという
ことです。 

 そこで、この終わりについてイエス様
はなんと仰るのか。「その日、その時は、
誰も知らない。天使たちも子も知らない。
ただ、父だけがご存じである」と、つま
り、終わりの日はいつ訪れるやもしれな
いものであるというのです。それゆえ、
イエス様は「だから、目を覚ましていな
さい。いつの日、自分の主が帰ってこら
れるのか、あなたがたには分からないか
らである」と、道を誤らずにそこに辿り
着くことを強く求めるのです。そして、
このことはつまり、私たちがそれだけイ
エス様の強い思いの中に今あるというこ
とでもありますが、ですから、今年のク
リスマスが視界不良の中で迎えなければ
ならないものだとすればなおのこと、私
たちは、自分自身の姿をイエス様のこの
思いの中に見出さなければなりません。
つまりはそれが、目を覚まし、祈りの中
に神様の御声に聞いていくということで
もあるからです。それゆえ、イエス様が
仰るこの｢終わりの日｣へと向かう私たち
の歩みは、イエス様が「ノアの時と同じ
だからである」と語った上で、「洪水に
なる前は、ノアが箱舟に入るその日まで、
人々は食べたり飲んだり、めとったり嫁
いだりしていた。そして、洪水が襲って
きて一人残らずさらうまで、何も気がつ
かなかった」と終わりを迎えるまでの
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人々の様子をこう語っているように、私
たちの生きるこの日常と切り離されるこ
とはありません。つまり、私たちが今こ
うして生きているこの日常の先に起こる
ものが終末という出来事であり、それゆ
え、終わりの日は、このように私たちの
生きる現実と深く関わるがゆえに理想で
終わることはなく、そして、この現実に
生きたのがノアであったということです。 

 ですから、クリスマスを迎えるという
ことの中で私たちに求められていること
はそういう意味で、ノアの家族のように
生きるのか、それとも、ノアの家族を馬
鹿にした世の人々のように生きるのか、
そのいずれを選ぶかということです。従
って、その答えは明白です。恐らくは、
躊躇なく、誰もがノアと同じ立場に立つ
ことを選ぶのでしょう。それは、イエス
様がここでも仰っているように、私たち
は一人残され、惨めな思いをしたくはな
いからです。ですから、それにはノアと
同じでなければならないのですが、ただ、
私たちは、ノアのように箱舟建設を命じ
られたわけではありません。それゆえ、
ここにまた、私たちの決断を曖昧にさせ
る理由があるのです。そして、私たちを
してそうさせるものはそれだけではあり
ません。そもそものところで、目を覚ま
しているということはどういうことなの
でしょうか。それについてイエス様が
「家の主人は、泥棒が夜のいつ頃やって
くるかを知っていたら、目を覚ましてい
て、みすみす自分の家に押し入らせはし
ないだろう」と語ることから、一睡もせ
ず夜通し緊張して毎日を生きなければな
らないことのように思えます。ただ、そ
れは肉体的にも精神的にもとても負担の
大きいことです。けれども、箱舟の建造
について、ノアの払った労苦を思います
と、何もしないままでいるわけには参り
ません。そこで、ノアのように成果を実
感できればまだしも、ただ起きているだ
け、いつ何が起こってもいいように見張
っているだけ、それだけが私たちに求め
られているとしたら、果たしてそれは私
たちに可能なことなのでしょうか。しか
し、それができないとしたら、今度は、
私たちは、終わりを迎えたとき、神様に
連れて行かれる側に立つのではなく、残
される側に立つことになります。ですか
ら、ここでイエス様が目を覚ましていな
さいと仰ることは、そうなると私たちに
向けられた救いの言葉ではなく、私たち
の置かれた救いようもない現実を現して
いることにもなるのでしょう。でも、大

真面目に真剣にそれを仰っているのが私
たちの主イエス様であるわけです。 

 そこで、もう一度、イエス様が「ノア
の時と同じ」と仰っているところに立ち
戻りたいのですが、イエス様が仰る「同
じ」ということはどういうことなのでし
ょうか。それは、このイエス様のお言葉
を聞いた人々がノアと同じ感覚を持って
いたということです。従って、イエス様
が、この「同じ」というところから語る
ことは、人々の知的な理解ではなく共感
にあるということです。つまり、「ああ、
そうそう、それそれ」といった具合に、
打てば響くような人々の感覚に訴えてい
るということです。そして、イエス様が
弟子たちに向かってそのように語るのは、
もちろん、弟子たちにはそれが分かる、
ということが前提であったのでしょう。
ただ、イエス様が求めることはいわゆる
内輪話的なものではありません。宗教、
信仰が成立する前提として、聖なるもの
との交流、触れ合いを上げることができ
ますが、イエス様がここで仰っているこ
とは、つまりはそういう根源的な事柄に
ついて「同じ」ということを語っている
ということです。ですから、私たちが目
を覚ましている、ということは、この
「ノアと同じ」ところに立つということ
であり、同じように立って、しかも、た
だ立つだけではなく、聖なる方に触れて
いるという感覚をもって、イエス様のお
言葉に聞いていくということです。また
だから、ノアとイエス様が「これいいね、
これ美味しいね」とそう言っているもの
を私たちもまた同じように「美味しいね、
これいいね」とそう自然と同じことを口
にすることになるのです。それゆえ、そ
れは、意識してと言うことでもなく、ま
た考え抜いてということでもありません。
自然に口について出てくることであり、
まただから、「そうそう」という 100％
の同意となって現されることにもなるの
です。 

 しかし、そこで一つの疑問が湧いてき
ます。親子、夫婦であっても、そういう
ことはまれでありますし、出会ったばか
りの恋人同士であれば、そういうことが
あるのは分かりますが、しかし、それも
長続きするものではありません。そこで、
イエス様が「幼子のごとく」ということ
を仰っていることから、幼子のように無
垢な姿を取り戻すことができればとも思
うのですが、ただ、私たちが思い描く幼
子の姿には、ある種の理想化する意識が
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働くものです。しかし、現実はどうか。
そこで、今、私がみくにの子どもたちか
ら言われていることを紹介したいのです
が、それは、何人かの子どもたちが私個
人についてに語ったことです。 

 今、ある子は、私のことを神様だと思
っていて、また、ある子は、イエス様だ
と思っているそうです。そして、そうい
う疑うことを知らないこの幼子の姿を皆
さんは「幼子のごとく」とお考えになっ
ているように思うのですが、もちろん、
私もそうです。朝、「おやよう」と私が
声をかけると、その子たちは、独特な表
情を浮かべながら私の方を見てくれるか
らです。ですから、そういう子どもたち
の姿に触れ、私自身もうれしく思います
し、この同じ目でイエス様と神様を見つ
めるものでありたいと、そう心の底から
思わされもするのです。けれども、その
一方で、別の子どもたちは、これは今ま
でになかった新しい動きなのですが、保
護者が帰った後、私を試そうとして、
「おい、牧師〜〜」とちょっかいをかけ
てくるのです。ただ、これはこれでかわ
いいと思わされもするのですが、それ以
外の子どもたちはというとどうでしょう。
幼子であっても同じ姿をもって日々同じ
ように過ごしているわけではありません。
当然、その日の気分もあります。虫の居
所がいいときも悪いときもありますし、
その中で、犬のおまわりさんのようにな
ることもあるのです。ただ、そもそもの
ところで言えば、洪水が収まり、箱舟か
ら出たノアに向かって神様が仰ったこと
は「人が心に思うことは、幼いときから
悪いのだ」というこの一言でもありまし
た。ですから、私に向かって悪態をつく
子どもたちは、さもありなんということ
でもあるのでしょうが、ならば、「ノア
と同じ」ように｢100％の同意｣を現すべ
く、目を覚ましているということはどう
いうことになるのでしょうか。 

 ノアも私たちも、与えられた役割を担
いながら、それぞれの日常を生きている
わけですから、それは当然のことですが、
その日々の暮らしがまったく同じであろ
うはずはありません。そして、それは、
ノアとの間だけでなく、私たちも同じで
す。私たちすべてはすべてにおいて同じ
ではなく、ましてや、100％の同意など、
100％あり得ないのです。しかし、終末
は、そのような私たちの日々の暮らしの
延長線上にあって、イエス様はそれゆえ
にここで「目を覚ましていなさい」と仰

るのです。そのため、私たちは、このよ
うに呼びかけられているわけですから、
何とかそれを自分事として実行しようと
するわけです。けれども、私たちはその
試みに何度失敗したことでしょう。しか
し、御心に背き、イエス様に背を向け、
目を覚ましていないことを自覚しながら
歩む日常を、こうして続けているのが主
も御前に立つ私たちでもあるのです。こ
うして私たちは、罪人罪人と言われるこ
とに慣れ、ですから、今年のように一端
立ち止まることを強制的に求められるこ
とがなければ、終わりということについ
ては、余り切迫感をもって聞くことはな
かったようにも思うのです。けれども、
今年は違う、終わりという言葉がやけに
胸に響き、そのため、罪人という言葉が
気になって仕方ない、そこで、御言葉が
「同じ」ということを求めているわけで
すから、それを自分事として一つやって
みようと意気込んだりもするのです。け
れども、それも長くは続かない、それは、
やり慣れていないからでもあるのでしょ
うが、ですから、どうしようどうしよう
と思ったりするのはそのためです。そし
て、そう思うのはまだ良くて、後は野と
なれ山となれ、もういい、どうにでもな
れ、といった塩梅に自暴自棄になったり
もするのです。ただし、そうしたことは、
今始まったことではありません。今まで
もあったことであり、ですから、そう思
う人にとってはなおのこと、ノアの姿は
まぶしく映り、ますます自信を失ってい
くことにもなるのでしょう。 

 そこで、誰もが考えることはそういう
自分を変える、変えなければならないと
いうことです。ただ、これまで変えるこ
とのできなかったものをどうして直ぐに
変えることができるのでしょうか。そも
そものところで言えば、私たちが考える
ことは幼い頃から悪いものだと神様ご自
身が仰っているわけですから、変えよう、
変えたいと思うことは、今までずっとそ
うだったわけですから、おいそれと直ぐ
に変えることなどできるわけがありませ
ん。そして、そのことは神様もイエス様
もよくご存じのことであり、ここでのこ
とはその上で私たちに語られているもの
でもあるのです。ですから、今私たちに
求められていることは、今の自分を無理
矢理変えようとすることではありません。
イエス様がノアと同じと仰るように、同
じように感じ、同じように行動しようと
することはとても大切なことではありま
すが、国連広場前の通称イザヤの壁に記
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されているこの御言葉が、それを壁に刻
んだその当時と比べ、今の人々のその受
け止め方がはまったく同じではないよう
に、人の気持ちもそれゆえの行動も必ず
変わるものなのです。ましてや、ノアと
同じと言われても、私たちがその気持ち
や考えを分かるはずもなく、ですから、
イエス様がノアのコピーのように同じ、
同じ、ということが私たちに求められて
いるとしたら、それはそもそものところ
であり得ないことを求めておられること
にもなるのでしょう。しかし、もちろん、
そうではない。ではそうではないなら、
何なのか。それを知るためには、私たち
は、自分がどこに生きているかをもう一
度見つめ直し、もっと素直に御言葉に聞
くべきなのではないでしょうか。 

 目を覚ましていなさいとのイエス様の
お言葉を私たちはこれまで何回聞いてき
たのでしょうか。そして、それを聞きな
がら応えられずにいることに何度負い目
を感じてきたことでしょう。今年は特に
それを強く感じたりもするのですが、そ
れは、今まで曖昧であった終わりという
ものを少しだけ具体性を持って感じるよ
うになったからです。でも、イエス様が
そう仰るのは、今初めてのことではあり
ません。昨年も一昨年も、私たちがもっ
と調子のいいときにあっても同じでした。
ですから、調子が良くなれば、きっとま
た私たちは忘れてしまうのでしょう。で
も、繰り返し何度もこの「目を覚まして
いなさい」というイエス様のお言葉をこ
れからも聞き続けるのが私たちであるの
です。そして、その私たちが今年もこの
厳しい状況の中にあって、クリスマスを
迎えようとしているのです。ただ、それ
がいつも通りというわけにはいかない、
私たちのこの時のモヤモヤした気持ちは、
それゆえのことでもあるのでしょう。そ
して、このモヤモヤがまた私たちに何か
をすること、何かをし続けようとするこ
とへの拘りを強めさせたりもするのでし
ょう。けれども、何かをしなければ気が
すまない私たちのこの拘りが、終わりへ
と向かう、私たちの気持ちを新たなもの
に向かわせることはありません。むしろ、
その反対に、この時のモヤモヤと何かを
することへの拘りが私たちを逆方向に連
れて行ったりもするのでしょう。そして、
それは負い目であったり、不自由さであ
ったりということでもあるのですが、け
れども、そうであるからこそ、イエス様
は「目を覚ましていなさい」と仰るので
す。それは、何かをしなければならない

という、この呪縛から私たちを解放する
ためであり、また、そこから新たに始ま
るのが、私たちの歩みでもあるからです。
そして、それは、主が私たちと共にいて
くださっているからであり、そのために
また、私たちは、この主と共に終わりま
でを導かれることになるからです。私た
ちが何かをしたから、何かができるから、
だから、主イエスは私たちと共にいてく
ださるというのではなくて、「それで
も」主は私たちと共にいてくださってい
るのです。つまり、何かをすることで主
が共にあるのではなく、何がなくても、
主と私たちは「共にある」、｢共にい
る」のです。ですから、「そうそう、そ
うだね」という 100％の同意は、この
「いる」というところで約束されている
ものであり、そして、それは、イザヤが
その最後のところで「ヤコブの家よ、光
の中を歩もう」と語るように、「いる」
ということは、私たちがすでに光の中を
歩んでいるからです。まただから、こう
して御言葉に聞いている私たちは、神様
とイエス様の言葉に繋がって生きること
を大切にするのです。 

 ですから、今日のそれぞれの御言葉が
私たちに語ることは、御言葉に繋がって
生きることの大切さです。繋がっている
からこそ、私たちはその言葉を信じるこ
とができるわけですし、ここでイザヤの
言葉とイエス様のそのお言葉が明らかに
するように、御言葉に繋がり、御言葉を
大切にする私たちであるからこそ、戦争
の記憶覚めやらぬその時も、戦後 75 年
が経ち、階段の踊り場に立ち、足踏みす
るしかないこの時も、主の言葉につなが
り、その言葉を大切にする私たちは、同
じように同じ気持ちで明日という日を希
望の中に迎えることができるのです。そ
して、それは、人類の代表となったノア
に向かって、神様が「人に対して大地を
呪うことは二度とすまい。人が心に思う
ことは、幼いときから悪いのだ。私は、
この度したように生き物をことごとく撃
つことは二度とすまい。地が続く限り、
種まきも刈り入れも、寒さも暑さも、夏
も冬も、昼も夜も、止むことはない」と
語る、こ御言葉の上に立つことであり、
それゆえ、世界の秩序が御心によって保
たれていると語るこの御言葉に繋がって
生きるなら、私たちは、終わりの日、喜
びの中に主と出会うことになるのです。
祈ります。 

 


